
REPORT
学校での実例・イベントをご紹介

「お互いを尊重し合うことに面白みを感じた」

神奈川県横浜市鶴見区にある橘学苑中学校・高等学校。

同校では、2024年より週5日制となり、大学や企業、地域

と連携し、自己の進路について深く考えることを目的と

した「土曜ゼミナール」がスタートしました。この取り組

みの1つとして「ユニフォーム事業体験プログラム」を実

施しました。生徒たちはチームに分かれ「学校らしさを

表現する制服とは？」「生徒・保護者・学校、それぞれの

ニーズに応える制服とは？」など、実際のスクールユニ

フォーム事業の営業・企画・提案業務のリアルな課題に

取り組みました。学校調査や市場分析、アイデア出しを

経て、最終的には制服のコーディネート提案と資料作

成、プレゼンテーションを行いました。

ビジネスのプロセスを体験することで、働くことへの理

解や、他者と協力して成果を出す楽しさと難しさを体感

いただきました。

プログラム終了後、生徒たちにアンケートを実施しました。

「アイデアを出すために多角的に物事を見ることが大切だと

学んだ」「街中で見かける制服はどんな工夫がされているか考

えたくなった」「色々な意見を出し合い、お互いを尊重し合うこ

とにとても面白みを感じた」など、多くの気づきや学びを得て

くれました。子どもたちにとって身近な衣服である制服を通じ

て、さまざまな学びを深める機会となりました。

カリキュラム実施概要
開催日｜2025年6月14日（土）、6月21日（土）
　　　　両日とも9:00～12:15
対象者｜中高あわせて12名
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「ユニフォーム事業体験プログラム」を実施しました！

橘学苑中学校・高等学校


